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およびinterassayの精度も良好であった．血漿neuro－

tensinの正常値は9．4土5．O　P9／mlで性差はなかった．

17．新しいAFP測定法の基礎的，臨床的検討

伊東　久雄　　真鍋　俊治　　村瀬　研也

和田　麻理　　阿田まり子　　稲月　伸一

飯尾篤浜本研　（愛媛大・放）

　ビーズ固相法を用いた新しいAFPキットIII（ダイナ

ボット，アイソトープ社製）は，二抗体法によるB／F分

離に遠心分離の必要がなく，操作が比較的簡単で，精度，

再現性，および他キットとの相関も良好であった．短時

間法にても安定した値が得られ，迅速な測定が可能であ

る．本キットでの正常値は成人で10ng／ml以下であっ

た．

以上，AFPキットIIIの主に基礎的検討につき報告

した．

19．新しいCEA測定法の基礎的，臨床的検討

　　　飯尾　　篤　　山泉　雅光　　村瀬　研也

　　　萬家　千春　　阿田まり子　　伊東　久雄

　　　石根　正博　　河村　　正　　浜本　　研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（愛媛大・放）

　以前のPharlnacia社製キットの標準血清中にはCEA

を分解する酵素を含むため，高値の傾向がみられた．今

回，酵素を含まないキットの検討をした．測定範囲は

2～50　ng／mlで，高濃度人アルブミンと軽度の交叉反応

がみられた．インキュベーション温度は，4，25，37℃

のうち，インキュベーション時間は，1，3，5，19，48時

間のうち，おのおの後2者で良好な標準曲線が得られた．

稀釈試験では低濃度で直線性が得られた．回収率は平均

112％であり，intra－assayの変動係数は4～13％，　jnter－

assayの変動係数は12～17％であった．同一血清を

Rocheのキットでも測定した相関係数は0．94で，本キッ

トが低い値を示した．35例の正常値は1．75±0．62ng／ml

で，3．Ong／m1以上の陽性率は，悪性腫瘍疾患患者70例

で47％であった．

18．転移形成とプロスタグランジンEの変動

　　　大塚　信昭　　伊藤安彦　　米田　正也

　　　長井　一枝　　村中　　明　　柳元　真一

　　　　　　　　　　　　　　　　　（川崎医大・核）

　骨転移発生機序におけるプロスタグランジンE（PgE）

の役割を明らかにする目的で，家兎VX－2癌の骨腫瘍形

成過程を骨，骨髄シンチグラフィーでfollow－upし，　PgE

の消長との関係を報告してきた．今回は次の項目につい

て検討した．（1）経皮的に肝内にVX－2を移植すること

により肝転移を作成し，その発育を肝スキャンでfollow－

upした肝転移群とPgEの変動，（2）家兎耳静脈にVX－2

を注入し，肺転移形成家兎のPgE値の経日的変動，

（3）家兎心室内にVX－2を注入し，骨転移（一）で広範な

転移をきたした群とPgE値の変動．

　骨転移群では骨スキャン陽性時にPgEの上昇を認め

たが，肝スキャン上SOLを認めた肝転移群と経静脈的

に作成した肺転移群では骨転移形成群に比し上昇は軽度

であった．一方，血行性転移群では骨スキャン陰性（一

部骨髄スキャン陽性）であるにもかかわらず高値を示し

た．しかし，移植後同時期で比較すると，PgE値は骨転

移群の方が常に高値であった．

20．遊離型サイロキシンのラジオイムノアッセイとそ

　　の臨床的意義

　　　大島　一洋　　重本　洋二　　斎藤　史郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徳島大・検）

　〔日的〕固定化抗サイロキシン（Tの抗体を用いた遊

離サイロキシン（FT4）のラジオイムノアッセイ（RIA）を

検討し，血清FT4濃度測定の臨床的意義を追求した．

　〔方法〕正常者および各種疾患患者461名を対象とし，

血清FT4濃度をコーニング社製IMMO　phase　RIAに

て測定した．

　〔成績〕抗T4抗体はT3と15％に交差性を示すだけ

で特異性が高く，測定内の変動係数は2．2～2．3％，測定

間のそれは5．6～6．2％と良好であったが，フェニトイン

100μg／m／の存在で血清FT4値は高値を示した．正常者

の血清FT4値は2．03±、0．27　ng／dlで，甲状腺機能充進症

では6．22土3．66　ng／dlと高値，低下症では1．02」：0．42

ng／d1と低値を示したが，妊婦，抗てんかん薬服用者，

肝疾患，腎疾患患者では正常範囲内に分布した．TRH

投与時の血清FT，値は正常者では増加反応を示すのに

対し，甲状腺機能異常者では不変であった．

　〔結論〕　固相法FT4　RIAは特異性にすぐれ，血清

FT4値の測定は甲状腺疾患の診断ならびに各種病態時の
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